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☑

☑

☑

☐

☐

☑
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☐

☑
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経済

環境

事業者名 有限会社　誠心会

私達、夢の架け橋Groupは「２４時間３６５日切れ目のない地域に根ざした介護」を目指しております。高齢者の方が安心して生活を送
れるよう、事業の継続、サービスの質が低下しないように従業員の育成を行い、社会貢献に努めて参ります。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

a

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

更新

三側面
（分野に☑）

環境

社会

SDGsに関する重点的な取組み

ICTを活用したデジタル化で、業務の効率化と変革に
取り組む。

人材育成に努め、資格取得を推奨する。

・「三側面」、「前期のSDGsに関する重点的な取組み」と「前期の指標」には、前回登録申請した際に記載した「三側面」、「SDGsに関する重点的な取組み」と「指標」をそのまま転記してく
ださい。
・「取組みの進捗状況」には、前期の重点的な取組みの実施状況を記載してください。指標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
・「前期の指標に対する実績」には、「前期の指標（数値目標）」に対する実績を数値を用いて記載してください。
※提出前に全てセルが青色から白色に変更になっているかをご確認ください。

＜パートナーシップ＞

・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携を記載してください。

認知症サポーターである地域の皆さんとの連携を図り、年に２回地域の小学校、中学校に向けた子供認知症サポーター養成講座開催
参加を行う事で、地域、行政、事業所間の信頼関係づくりと、コミュニティの場を設ける事で情報交換する機会の確保を行う。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係るこれまでの進捗状況＞

環境

社会

社会

経済

環境

環境

社会

経済

中途雇用や高齢者の雇用を率先し、地域で働く場所の提供を行う
中途採用、高齢者採用の継続実施
2022年度中途採用4名定年退職後の継続雇用1名
2024年度目標中途採用4名

ペットボトルを正しくリサイクルさせる

社会

経済

環境

社会

経済 ４先
・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な取組みを記載してください。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野に
チェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、それを評価するための指標項目と、現状の数値および更新時（3年後）の数値目標を記
載してください。前期と同じ取組みの場合は、現状の数値と下記の前期実績が一致しているかをご確認ください。

前期の指標に対する実績

（分野に☑）

地域にこども食堂の案内を積極的に行い、イベント的
ではなく、本当に困っている子供たちの居場所作り
を行う。

前期の指標に対する実績

子ども食堂を通じて、飢餓・貧困に苦しむ子どもを減らす。

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

子ども食堂のアナウンスを行ったが、地域の方からの相談等は特に
なかった為達成。

経済

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

a

a ペットボトルはラベルを外し、キャップを外す事を社内で決め分別が
実施でき達成できた。

ラベル、キャップの分別実施

a 中途雇用と高齢者雇用での人数は目的達成した。ただし、入職１年
以内の退職者が８名の離職があった。

項目 介護福祉士・介護支援専門員資格取得の人数

三側面
（分野に☑）

現状（2024年） 更新時（3年後）

災害や事故に備えスムーズな支援が行えるように研修
を実施 現状（2024年） 更新時（3年後）

中途採用、高齢者採用の継続実施
20２４年度中途採用１５名高齢者採用１名

前期のSDGsに関する重点的な取組み

進捗状況（実施状況および達成・未達成状況、未達成の場合理由記載）

前期の指標

２先

前期の指標に対する実績

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

（分野に☑）

ごみとして処理する場合に発生する温室効果ガスの
削減を図る為、ペットボトルのラベル、キャップの分
別を確実に分ける（ゴミ袋の分別チェック）
2022年未実施→2025年実施

三側面
前期のSDGsに関する重点的な取組み 前期の指標

施設の運営会議で2回自治会へ働きかけこども食堂
のアナウンスを行い周知した。

指標
（更新時に向けた数値目標）

項目 ICT導入（介護ソフト、見守りシステム）

現状（2024年） 更新時（3年後）

導入無し

３名 ５名

項目
災害協定先の加入者増強により災害時の支援体制を
充実する。

介護ソフト、見守りシステム導入


